
学 び 舎 R7 
城山小学校だより第８号   

   令和７年７月２日   文責 荒木 治雄 

生産者との交流会① 

 城山小学校では、毎年城山校区にお住

まいで、農業に従事していらっしゃる「城

山担い手の会」の皆様や自治会等の皆様

からご指導、ご協力をいただき、５年生が

総合的な学習の時間を利用して田植えを

体験しています。今年度は７月２日（火）の午後に予定していましたが、熱中症警戒

指数の上昇により外での活動が制限されることを予想して、急遽、午前９時から行い

ました。学校近くの水田で田植えの体験を行いました。初めは慣れない様子の子ども

たちも地域の方々からのアドバイスにより次第に要領よく植えることができていま

した。子どもたちの笑顔がたくさん見られてうれしい気持ちになりました。急な予定

変更にも関わらず、たくさんの地域の方々のご協力の元、無事に終えることができま

した。城山担い手の会長：三原 勉様、城山校区自治協議会長：福井俊介様、前ＰＴ

Ａ会長：三原 聡様をはじめたくさんの方々のご理解、ご協力に感謝申し上げます。

今回の活動で、城山小の子どもたちは、「地域の方々に見守られているなあ、大切にさ

れているなあ」と実感できたのではないでしょうか。秋には稲刈りを予定しています。

ご指導していただいた地域の皆様、本当にありがとうございました。今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 

【お願い】 
子どもたちの地域での過ごし方で心配な情報が学校に寄せられています。 

○田や畑、用水路に入ったり、田や畑、用水路、ビニルハウスに石を投げたりして

いる。 

○会社や店、個人宅の駐車場を通って登下校している。 

○個人宅の敷地周辺に飾られている物を勝手に触ったり、動かしたりしている。 

○道路や駐車場でボール遊びをしたり、自転車を乗り回したりしている。 

○道路いっぱいに広がって歩いていたり、自転車に乗ったりしている。 

○公園等の公共施設での過ごし方  等々。 

学校では、関係児童に直接指導をしたり、学級や学年全体に指導をしたりしていま

す。ご家庭でもお話ししていただき、見守り等よろしくお願いいたします。 


